Nishigaki Collection by 羽島 知之
庫
」
「
清
水
文
庫
」
「
會
津
文
庫
」
「
小
倉
文
庫
」
な
ど
多
く
の
特
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
、
「
衣
笠
文
庫
」
「
津
田
文
- --西
他新雑洋和垣
漠文
聞誌書書庫
閂芍
九一五ー五
五二七一九
一九七九三
点種冊冊冊
、-,'-―一
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
羽
島
知
之
の
文
庫
の
蒐
集
者
、
故
西
垣
武
一
氏
の
生
い
た
ち
と
蒐
集
に
ま
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
多
彩
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
「
西
垣
文
庫
」
昭
和
六
十
二
年
秋
か
ら
丸
善
の
本
店
、
支
店
を
中
心
に
、
そ
の
林
文
庫
覚
書
」
に
あ
る
。
れ
る
。
目
録
稿
」
（
国
文
学
研
究
資
料
館
『
調
査
研
究
報
告
』
）
中
の
拙
稿
「
教
な
お
、
も
う
少
し
詳
し
い
こ
と
が
「
早
大
図
書
館
蔵
教
林
文
庫
た
も
の
で
あ
る
。
ら
版
•
新
聞
・
錦
絵
•
木
版
一
枚
摺
・
見
立
番
付
・
ポ
ス
タ
ー
・
引
札
・
チ
ラ
ッ
・
看
板
・
レ
ッ
テ
ル
や
肉
筆
の
書
簡
•
色
紙
・
掛
軸
な
ど
、
幅
広
く
集
め
ら
れ
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
文
庫
だ
と
い
わ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
が
「
幕
末
•
明
治
の
メ
デ
ィ
ア
展
」
と
題
し
て
初
公
開
さ
れ
、
関
係
各
文
面
に
多
大
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
「
西
垣
文
庫
」
の
詳
細
は
同
図
書
館
が
昭
和
六
十
一
年
に
編
集
発
行
し
た
「
西
垣
文
庫
目
録
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
西
垣
武
一
（
た
け
い
ち
）
氏
は
、
明
治
三
十
四
年
大
阪
生
れ
。
岩
手
県
の
遠
野
中
学
を
経
て
、
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
に
学
び
、
昭
和
二
年
卒
業
。
時
事
新
報
社
、
報
知
新
聞
社
に
短
期
間
籍
を
お
い
た
が
、
博
報
堂
に
移
り
、
広
告
の
営
業
か
ら
理
事
、
連
絡
部
長
を
歴
任
。
戦
争
が
激
し
く
な
っ
た
昭
和
十
六
年
軍
属
と
し
て
辻
井
徳
順
が
そ
の
師
滝
本
徳
性
師
の
築
い
た
基
礎
の
上
に
形
成
し
一
万
二
千
点
を
集
め
た
「
西
垣
文
庫
」
は
、
書
籍
以
外
に
、
か
わ
て
く
る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
所
蔵
す
る
教
林
文
庫
は
、
こ
の
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
も
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
関
連
の
資
料
約
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文
庫
創
設
者
を
る
年
の
八
月
に
自
ら
広
告
代
理
店
・
三
栄
広
告
社
を
設
立
。
戦
前
、
戦
後
を
通
し
て
広
告
界
の
一
線
で
活
躍
し
、
広
く
マ
ス
コ
ミ
界
に
も
貢
献
し
た
人
物
で
あ
る
。
稲
田
大
学
新
聞
」
の
編
集
や
広
告
取
り
に
た
ず
さ
わ
っ
た
こ
と
に
起
因
し
た
。
そ
の
頃
、
新
聞
学
会
主
催
の
「
新
聞
発
達
史
展
覧
製
で
焼
失
し
、
「
西
垣
文
庫
」
と
し
て
同
図
書
館
に
贈
ら
れ
た
の
は
、
二
十
八
•
九
年
頃
か
ら
の
再
蒐
集
に
よ
り
急
。
ヒ
ッ
チ
で
集
め
昭
和
三
十
一
年
に
は
、
当
時
大
学
生
だ
っ
た
私
も
同
好
者
と
し
て
知
遇
を
得
、
三
十
三
年
の
暮
れ
に
は
「
日
本
新
聞
資
料
協
会
」
ら
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
一
番
で
か
け
込
み
、
都
内
近
郊
の
古
本
屋
を
は
じ
め
、
大
阪
や
京
一
方
蒐
集
家
と
し
て
の
西
垣
氏
は
、
古
甚
展
や
即
売
会
に
は
朝
今
で
は
古
書
店
で
入
手
す
る
の
も
む
ず
か
し
い
よ
う
だ
。
を
発
行
す
る
な
ど
、
広
告
会
社
の
社
長
業
に
た
ず
さ
わ
る
一
方
、
な
顔
ぶ
れ
が
参
加
、
私
も
学
生
の
身
分
の
ま
ま
理
事
と
し
て
お
も
に
機
関
紙
の
編
集
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
こ
の
機
関
紙
「
新
聞
資
西
垣
氏
が
四
十
二
年
八
月
、
脳
疾
患
の
た
め
六
十
六
歳
で
死
去
さ
れ
る
ま
で
、
一
回
の
休
刊
も
な
く
、
月
刊
紙
と
し
て
百
一
号
ま
で
ず
か
、
資
料
性
の
高
い
こ
の
「
新
聞
資
料
」
の
完
全
揃
い
は
、
昨
都
、
神
戸
に
ま
で
年
中
通
っ
た
の
で
短
期
間
で
「
新
聞
」
の
西
垣
し
か
し
戦
前
に
集
め
た
西
垣
氏
の
コ
レ
ク
ジ
ョ
ン
は
東
京
大
空
刊
行
さ
れ
た
。
会
員
数
も
少
な
か
っ
た
の
で
発
行
部
数
も
ご
く
わ
を
寄
贈
し
た
こ
と
が
西
垣
氏
の
蒐
集
活
動
を
大
き
く
剌
激
し
た
。
尚
社
長
が
、
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
に
「
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
」
の
が
蒐
集
の
動
機
と
い
わ
れ
、
後
年
入
社
し
た
博
報
堂
の
瀬
木
博
料
」
は
、
宮
武
外
骨
の
「
公
私
月
報
」
の
戦
後
版
と
も
称
さ
れ
、
た
小
野
秀
雄
先
生
の
家
を
訪
ね
、
膨
大
な
コ
レ
ク
ツ
ョ
ン
を
見
た
会
」
へ
の
出
品
依
頼
に
、
当
時
東
京
帝
国
大
学
に
籍
を
置
い
て
い
川
芳
美
氏
や
号
外
蒐
集
家
と
し
て
著
名
な
皆
川
重
男
氏
な
ど
多
彩
西
垣
氏
ご
自
身
、
ほ
か
理
事
と
し
て
当
事
東
大
新
聞
研
究
所
の
内
西
垣
氏
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
界
へ
の
興
味
は
、
早
大
時
代
「
早
設
立
に
は
、
名
誉
会
長
と
し
て
前
述
の
小
野
秀
雄
氏
、
会
長
に
を
も
運
営
し
て
い
っ
た
。
個
人
的
な
蒐
集
と
併
行
し
て
、
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
を
は
た
き
協
会
中
国
に
渡
る
。
終
戦
に
よ
り
二
十
一
年
内
地
に
引
き
揚
げ
、
そ
の
を
設
立
、
新
聞
資
料
蒐
集
家
の
横
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
機
関
紙
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外
新
聞
」
の
影
印
本
を
出
版
し
た
近
盛
晴
嘉
氏
が
「
東
京
と
大
阪
向
き
購
入
し
た
一
品
だ
が
、
後
年
早
稲
田
大
学
出
版
局
か
ら
「
涌
、
o
し
堂
書
店
の
古
渇
目
録
で
発
見
、
社
内
の
会
議
を
中
断
し
即
座
に
出
て
い
た
が
、
今
年
一
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
。
ご
冥
福
を
祈
り
た
の
海
外
新
聞
の
木
版
別
刷
の
「
新
聞
誌
」
は
、
東
京
神
田
の
一
誠
な
お
、
静
枝
未
亡
人
は
鎌
倉
の
ご
自
宅
に
お
一
人
で
住
ま
わ
れ
「
西
垣
文
庫
」
所
蔵
品
の
中
で
も
珍
品
に
属
す
る
ジ
ョ
セ
フ
彦
主
人
も
喜
ん
で
く
れ
る
で
し
ょ
う
」
と
結
ん
で
い
る
。
い
う
徹
底
ぶ
り
だ
っ
た
。
り
も
大
学
の
図
書
館
の
方
が
大
勢
の
方
に
み
て
い
た
だ
け
る
の
で
ど
そ
の
日
の
う
ち
に
品
物
を
引
き
取
ら
な
い
と
気
が
す
ま
な
い
と
先
生
を
通
じ
て
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
社
に
置
く
よ
通
し
、
ほ
し
い
も
の
を
見
つ
け
る
と
即
電
話
で
注
文
し
、
ほ
と
ん
書
目
録
を
み
つ
け
る
や
い
な
や
ど
ん
な
用
件
も
さ
し
お
い
て
目
を
「
主
人
が
集
め
た
資
料
を
母
校
の
早
大
に
寄
贈
し
た
の
は
、
故
人
が
生
前
か
ら
望
ん
で
い
た
こ
と
で
も
あ
り
、
前
総
長
の
阿
部
賢
一
長
室
か
ら
一
階
の
郵
便
受
け
に
、
何
回
も
自
分
で
見
に
行
き
、
古
を
大
き
く
写
真
入
り
で
扱
っ
て
い
る
。
記
事
の
最
後
で
同
夫
人
は
の
が
待
ち
ど
お
し
く
て
、
配
達
予
定
の
時
刻
に
な
る
と
六
階
の
社
「
岩
手
日
報
」
は
、
社
会
面
六
段
抜
き
で
こ
の
寄
贈
の
ニ
ュ
ー
ス
知
状
が
た
く
さ
ん
送
ら
れ
て
き
て
い
た
。
毎
日
郵
便
配
達
が
く
る
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
三
年
六
月
二
十
九
日
付
全
国
各
地
の
古
本
屋
さ
ん
か
ら
の
古
書
目
録
や
新
入
荷
案
内
の
通
の
す
べ
て
は
散
侠
を
懸
念
し
た
静
枝
未
亡
人
の
手
で
、
早
稲
田
大
も
し
ろ
い
も
の
は
何
で
も
買
う
、
こ
ん
な
西
垣
氏
だ
っ
た
か
ら
、
西
垣
氏
の
死
去
し
て
一
年
後
、
こ
の
執
念
で
集
め
ら
れ
た
資
料
新
聞
関
係
以
外
の
も
の
で
も
本
屋
さ
ん
に
す
す
め
ら
れ
れ
ば
お
勝
目
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ー
ド
さ
え
あ
る
。
と
し
て
も
、
当
時
の
西
垣
氏
の
熱
狂
的
な
コ
レ
ク
ク
ー
ぶ
り
で
は
連
の
図
書
文
献
頬
の
値
段
が
急
激
に
高
く
な
っ
た
と
い
う
工
。
ヒ
ソ
ら
れ
た
が
、
お
そ
ら
く
近
盛
氏
が
同
じ
東
京
に
住
ま
わ
れ
て
い
た
さ
ん
で
有
名
に
な
り
、
お
か
げ
で
古
新
聞
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
関
の
地
の
利
を
利
さ
れ
先
に
入
手
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
書
い
て
お
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